
令和元年度富山県環日本海学術ネットワーク特定テーマ支援事業 シンポジウム 

6
4-0: 5

k : 

5 o 
    y e N  

5 5
    

j5 - 7 :
   i m

N5 5
   
 H I

u
5 o

l y e N
N @E

c
p

2 y e N

 
  

3. a 

31 c U t

mailto:kyokuto@eco.u-toyama.ac.jp
mailto:kyokuto@eco.u-toyama.ac.jp


シンポジウムの趣旨 
大豆は大事！日常の暮らしのなかで，わたしたちは，この事実に向き合う機会は意外に少な
いのではないでしょうか。良質のタンパク質を含み，健康を支える様々な機能性成分（大豆
レシチン，大豆サポニン，オリゴ糖，大豆イソフラボンなど）が豊富というだけではありま
せん。買い物に行けば，国産大豆使用を唱う食品を数多く目の当たりにしながら，食用大豆
の自給率が3割にも満たないこと，富山県では水田農業における転作の基幹作物として大豆
の生産振興が図られており，消費面だけでなく生産面でも重要な作物であるにもかかわら
ず，あまり振り返る機会がありません。今一度，わたしたちにとって，大豆は大事であるこ
とを，このシンポジウムで県民のみなさんと振り返る機会にしたいと思います。 

北東アジアの最大の大豆消費国は中国であり，最大の生産国も中国です。米中貿易戦争が激
化するなか，北東アジアにおける大豆の安定的な生産が求められています。このシンポジウ
ムでは，我が国の大豆生産の行方，そして，富山産の大豆の可能性を考えるとともに，世界
最大の生産国であり消費国である中国の大豆生産の現状を振り返り，また，勃興する生産地
域としてのロシア極東地域の可能性を確認したいと思います。 

また，このシンポジウムでは，ロシア極東地域の農地拡大についてリモートセンシング・
データを活用した新たな研究の成果も県民のみなさんに披露したいと考えています。ソ連崩
壊以後の農業衰退や洪水などの影響から，多くの農地が放棄されてきました。いま，大豆生
産を中心にロシア極東地域の農業は急速に立ち直ろうとしています。従来の土地利用統計か
らは把握できなかった農業放棄地の復活など，リモートセンシング・データが提示する新た
な事実を県民のみなさんにもお披露目できればと考えています。こうした分析手法は，今
後，農業放棄地の拡大が見られる富山県の山間地域にも応用できるかもしれません。 

このシンポジウムでは，長年，日本の農業，富山県の農業の研究に携わってきた酒井富夫先
生，中国農業に関する新進気鋭の倪鏡（ニイ ジン）先生，そして，極東地域研究センター
のロシア極東地域の農地拡大に関する文理融合研究チームによる講演をお聴き頂きます。ど
なたにもわかりやすくお話しします。どうぞ，みなさん，ご参加ください。 

極東地域研究センター長　和田　直也


